
桑名の歴史 思いつくまま（１２０）       2024.02.20 

伊勢電鉄（伊勢電）   

         郷土史家  西羽 晃 

現在の近鉄名古屋本線のルーツは明治 44（1911）年 11 月 10 日に津市で設立

された伊勢鉄道でした。まず大正４(1918)年９月 10日に一身田と白子間が開通

しましたが、単線非電化で、線路幅は狭軌（1067 mm）でした。その後は路線が

部分的に延びて、同 13年４月３日に津新地（現在は廃駅）と四日市（当時は国

鉄四日市駅の横、現在は廃駅）迄開通しました。 

 大正 15（1926）年９月 11日の株主総会で河原田村（現四日市市）の熊沢一衛

（四日市銀行頭取）が社長に選ばれ、直後の 9月 21日に社名を伊勢電気鉄道（通

称：伊勢電）と改称し、本社も津市から四日市市に移しました。昭和元（1926）

年 12月 26日から電化で運転が始まりました。 

四日市から桑名間は揖斐川電気鉄道が免許を取得していました。この路線は

桑名から大矢知を経るコースでした。新しく養老電鉄（社長熊沢一衛）が設立さ

れ、揖斐川電気鉄道から権利一切を譲り受けていましたが、養老電鉄は伊勢電に

四日市―桑名間の免許を譲渡しました。伊勢電は路線を変更して、富田経由とし

て、富田に工事事務所を設け、四日市から工事に着手しました。 

四日市駅には超狭軌（762mm）の四日市鉄道（現近鉄湯山線）・三重軌道（現あ

すなろ鉄道）が単線で乗り入れていましたが、この両鉄道の四日市―諏訪間を廃

止し、線路面を伊勢電鉄の路線に変更しました。超狭軌（762mm）だったので小

回りのカーブもあり、線路幅のみ狭軌に替えて、そのままのカーブで単線のまま

での新路線の一部となりました（このカーブは昭和 31年に解消）。 



四日市―桑名間の運転開始は昭和 4 年 1 月 30 日でした。諏訪（現近鉄四日

市）、川原町、阿倉川、羽津（現霞ヶ浦）、西富田（現富田）、富洲原、川越（両

駅を合併して、現川越富洲原）、朝日（現伊勢朝日）、町屋（現在は廃止）、西桑

名（現益生）、桑名が設けられました。諏訪―桑名間は複線でした。桑名駅は養

老電鉄と接続し、国鉄（現 JR）桑名駅に隣接し、駅の業務は国鉄に委託され、

出入口も国鉄側のみでした。西桑名駅には駅長が配属され、実質的な駅務を担い

ました。この西桑名駅は１年ほど後に益生駅と改称されました。 

養老電鉄と同じ線路幅なので直通運転も行われ、大垣発―津新地間には直通

電車も走りました。桑名―津新地間の急行は約１時間でした。 

昭和４年 10月１日に養老電鉄を合併し、養老線としました。翌 5年には津新

地―大神宮前（外宮近くにあったが、現在は廃止）まで開通して、大垣―桑名―

大神宮前までの急行が走るようになりました。 

 

昭和 4年 1月 30日『伊勢新聞』より 

 



桑名の歴史 思いつくまま（１２１）       2024.03.20 

伊勢電鉄（伊勢電）―名古屋まで開通―   

         郷土史家  西羽 晃 

前回書きましたように、桑名までの開通は昭和 4（1929）年 1 月 30 日でした

が名古屋線（桑名―名古屋間）の開通は、10 年近くも遅れて、同 13 年６月 26

日でした。遅れた原因は伊勢電の経営不振で、その再生策での混乱でした。同２

年の世界大恐慌の影響を受けて、大神宮前（宇治山田）までの開通の建設費が高

騰したことも一因でした。伊勢電（社長は熊沢一衛）は四日市銀行（頭取は熊沢

一衛）から過大の融資を受けていました。しかし伊勢電から四日市銀行への返済

が困難となり、四日市銀行は経営不振となり、同５年１月に熊沢は四日市銀行の

頭取を辞任しました。伊勢電再生を巡り、大阪および名古屋の資本が暗躍して、

紛糾に紛糾を重ねました。 

昭和７年 4月 21日に熊沢は伊勢電の社長も辞任しました。伊勢電は国鉄から

木曽川および揖斐長良川の鉄橋の払い下げを得ており、名古屋線の路線の免許

も受けていました。しかし伊勢電再生は結局は大阪資本の大阪電気軌道（大軌、

すでに大阪・上本町―桜井間を運行していた）の子会社である参宮急行電鉄（参

急 桜井―宇治山田間）が伊勢電を吸収合併することになりました。また名古屋

線は伊勢電から関西急行電鉄（関急、大軌の子会社）に免許が譲られました。 

伊勢電の従業員は参急での雇用の保障などを求めて、労働争議となり昭和 11

年７月 15日にサボタージュを行いました。四日市警察署長などの斡旋で、翌々

日の 17日には円満解決して、雇用の継続などが保障されました。同 11年９月、

伊勢電は参急に吸収されました。そして桑名駅は参急桑名駅となりました。 



  

    (昭和９年９月 11日朝日新聞)         （昭和 11年７月 18日名古屋新  

名古屋線は昭和 13 年６月 26 日に開通しました。弥富―名古屋間は複線にな

りましたが、木曽川および揖斐長良川の鉄橋は国鉄時代の線路を引き継いだの

で、単線でした。そのため擦れ違いの待機場として、揖斐長良川鉄橋の桑名側に

は揖斐川駅が設けられました。この揖斐川駅は同 23年に廃止され、以後は信号

所となりました。また、桑名駅は国鉄への業務委託を解消し、駅長所在駅となり、

西口も開設されました。 

    
    赤丸の部分に揖斐川駅がある（昭和 21年 3月 27日） 

名古屋駅は国鉄名古屋駅の地下に入りました。昭和 16年に名古屋鉄道新名古

屋駅が隣接して開業しました時に、地下トンネルで連絡しました。双方は同じ線

路幅（1076mm 狭軌）なので、乗り入れ運転もありました。この連絡トンネルは

同 27年に廃止されましたが、今でも痕跡が見えています。 



桑名の歴史 思いつくまま（１２２）       2024.04.20 

西桑名町の誕生   

         郷土史家  西羽 晃 

大山田村は桑名町郊外の農村地帯でしたが、明治 28（1895）年に現在の桑名

駅が出来てから、駅を中心として官公署や商店や工場が出来てきました。 

大正３（1914）年には北勢鉄道大山田駅（現在の三岐鉄道西桑名駅）、同 8年

に養老鉄道桑名駅、昭和４（1929）年に伊勢電（現近鉄）桑名駅と交通の中心地

となりました。そして、桑名郡役所（大正 15年廃止）、軍隊の桑名聯隊区司令部

（大正 14年廃止）、桑名米穀取引所（昭和６年廃止）、桑名警察署（昭和 48年移

転）、桑名町立第二小学校（現桑名市立精義小学校）、三重県桑名中学校（現三重

県立桑名高校）、大橋鉄工（廃止）、山本漁網（移転）、中央度量衡（現中央スケ

ール）など多くの施設が大山田地内に出来ました。これらの開発には桑名土地建

物会社や松本文化住宅組合が取り組みました。 

      大山田村 西桑名町  

 大正9年人 昭和5年人 増減％ 

総人口 4,692 7,593 62 

    農業 1,532 1,369      ▲11 

   工業 378 879 133 

   商業 167 462 177 

  交通業 148 211 43 

 国勢調査による  

人口も飛躍的に増加し、そのうちでも商業・工業は２倍以上になりました。半



面、農業は減少しました。 

大山田村が西桑名町になるについては、かなりの異論がありました。桑名町で

は隣接する赤須賀村、益生村、大山田村を合併して、桑名市にしたい意向があり

ました。そして赤須賀村は大正 12年に桑名市に合併しました。大山田村では 

大正８年に松本長蔵が村長に就任しました。彼は強気の人で、米相場で儲けて、

財産を築きあげた人でした。村政でも強気で、桑名町とは合併せずに独自の道を

進みました。その背景には上記のような大山田村の発展があったからです。 

 人口増のため、大山田第二小学校（町制施行後に修徳小学校と改称）を桑名駅

近くに昭和３年に建設しました。さらに町制施行を見越して新庁舎を建設して、

昭和４年３月 25日から使用しました。ここは修徳小学校のすぐ横でした。 

 大山田村が西桑名町となったのは、昭和４年２月 11日でした。すなわち当時

の紀元節（現在の建国記念の日）の日です。新庁舎が完成して新年度ともなった

4 月 21 日に町制施行・新庁舎完成・修徳小学校の発足を記念する祝賀式が修徳

小学校で行われました。余興には青年相撲、大神楽、活動写真、花火に加え、駅

前埋立地では競馬もありました 

     

    昭和 4年 4月 21日『伊勢民友新聞』        西桑名町舎（同左） 



桑名の歴史 思いつくまま（１２３）       2024.05.20   

益生村の合併            郷土史家  西羽 晃 

益生村も桑名町の郊外として、江戸時代には員弁方面との交流が盛んであり、

国道東海道の一部が通り、交通の便利なことから商業が盛んで、都市化してい

ました。大正３（1914）年に北勢鉄道（現三岐鉄道北勢線）馬道駅、さらに昭

和４（1929）年に伊勢電鉄（現近鉄名古屋線）西桑名（現益生）駅が出来て、

非常に便利になりました。 

    

 

  益生村合併書類 

  （コピーを西羽が所持） 

大正９（1920年）から昭和５(1920)年までの人口増加率は 36%も増えました。

農業が減っていますが、公務自由業・交通業・工業・商業が増えて、一段と都

市化が進んでいます。 

大正時代中頃から、桑名町を中心として、近隣の大山田村・赤須賀村・益生

村を合併して、桑名市を実現する構想は出てきました。そして大正 12（1923）

年に赤須賀村が桑名町に合併し、昭和４（1929)年には大山田村は単独で西桑名

益生村  大正９年 昭和5年 増減率％ 

総人口 3,016 4,104 36.1 

農業 355 321   ▲9.6 

工業 580 640 10.3 

商業 288 305 5.9 

交通業 52 85 63.5 

公務自由 42 135 221.4 

 国勢調査による  



町となりました。益生村も単独で町制を敷くか、桑名町に合併するかで村内の

意見が分かれました。 

昭和４年２月 25日付で益生村総代会会長は益生村村長宛てに「村民の世論を

聞かずに、村会で合併決議することは絶対反対」を申し入れています。同年３

月５日正午から、村会議員と総代などが会合し、翌朝１時半まで話し合いまし

たが、意見は平行線のまま、物別れとなりました。 

同６年６月に総代 16地区のうち 14地区は「合併賛成」、２地区が「単独町制」

であり、次第に合併の世論が強くなっています。その背景には上水道問題があ

ります。従来からの諸戸水道は桑名町民以外にも無料で開放されていましたが、

諸戸家が水道を桑名町に大正 13年に寄付して、町営となりましたので、町外へ

の供給を止める方針になったのです。さらに昭和 4年には、桑名町では近代的

な上水道建設することになり、完成すれば無料の諸戸水道は廃止となる予定で

した。益生村民は合併により桑名町民となるので、合併を望む人が多くなった

ようです。その後は加藤久米四郎代議士や水谷昇県会議員らの斡旋で合併が促

進され、98 項目の「合併の協定書」が合意され、昭和８年３月 20 日に合併が

実現し、益生村は桑名町の一部となりました。 

  

  昭和 4年３月８日朝日新聞     昭和６年６月 3日伊勢新聞 



桑名の歴史 思いつくまま（１２４）     2024.06.20   

新しい上水道施設            郷土史家  西羽 晃 

桑名の町は河口部に出来た町なので、地下水は塩分を含んで飲用水に適しな

いので、飲用水の確保が重大な問題でした。江戸時代には町屋御用水、明治時

代には諸戸水道を造り、飲用水を確保してきました。しかし諸戸水道も水源地

帯が開発され、湧水量が減少する半面、給水人口は増加し、水需要が増えまし

た。その中で大正 13（1924）年 10月 13日付で２代諸戸清六と諸戸精太の兄弟

が連名で諸戸水道は桑名町に寄贈願が出されて、桑名町の所有となった。 

桑名町では新しい水道施設を造ることになり、あちこち検討した結果、町屋

川の伏流水を利用することになり、益生村上野繁松新田に取水場を設け、同村

上野笠松の丘陵に浄水場を設けることにしました。その間はポンプで揚水する

ことにしました。このことで、町屋川付近の川越村など５村は灌漑用水に影響

があると反対し、昭和３（1928）年２月ころから紛糾しました。その結果は不

詳ですが、補償料を支払うことで決着したようです。 

さらに、反対の声は西桑名町から上がりました。西桑名町（旧大山田村）の

一部には諸戸水道が無料供給されていましたが、新しい水道は桑名町営であり、

町外への供給を止めると言われ、そうなると飲用水が直ちに確保できなくなり

ます。この問題は諸戸水道が大正 13年に桑名町営になってから、懸念されてい

ました。 

また、桑名町の湯屋組合では従来は井戸水をくみ上げて使用していましたが、

新しい水道では水道料金が高くなるため、水道を使用しないと、決議しました、

顧客である町民から水道水を使用してほしいとの要望が強く、結局は水道水の



使用に踏みきりました。 

色々と問題をかかえながらも、昭和 3年 11月に起工式を行い、工事は進みま

した。同 4年の１月には深刻な水不足となり、工事が急がれましたが、予定よ

りも遅れて、同 4年 11月 10日に通水式が行われました。 

工事費予算の総額は 379,400 円のうち 94,000 円が国からの補助、63,233 円

が県からの補助でした。配管は上野笠松の配水池から落下し、馬道筋から関西

線を横断して、三ツ矢橋を経て、矢田磧矢田町を経て、新町伝馬町から旧城下

町・赤須賀各地へと分岐して行き、諸戸水道とも繋げました。その間の三ツ矢

橋・伝馬橋・七ツ屋橋は川底を横断し、八間通の旭橋は水道管で横断しました。 

西桑名町への通水は同４年 12月に供給されることになりました。諸戸水道の

無料給水栓は廃止となりました。 

   

 完成当時の取水場         完成当時の浄水場入口 

   

  完成当時の配水池        現在の浄水場入口（場所は完成時と同じ） 



桑名の歴史  思いつくまま（１２５）    2024.07.20 

  

昭和初期の小学校      郷土史家   西羽  晃  

 

明治から大正時代にかけて、各町村に尋常高等小学校が出来ま

した。従来の尋常小学校に高等科が併設されたものです。それに

加えて、就学率も増加して、従来の小学校では設備が不足してき

ましたので、校舎を改築・増築・新築したり、新設の尋常高等小

学校も出来ました。昭和初期に、現在の桑名郡市内にあった小学

校は以下の通りです。（  ）は現在の校名。  

桑名町第一（日進）、第二（精義）、第三（立教）、第四（城

東）、第五（益世）。大成、修徳、在良、桑部、七和、教立（久

米）、深谷、城南、多度（多度中）、七取（多度北）、野代（多

度南）、古浜（多度青葉）・古美（多度青葉）、長島（長島中部）、

楠（長島北部）、伊曽島、木曽岬です。修徳を除いて、いずれも

尋常高等小学校でした。  

この内、大成と修徳は大山田から分離して、昭和３（ 1928）年

に大山田第一と第二になり、昭和 4 年の西桑名町設立から現在の

校名になっています。また第五は益生村が昭和 8 年、桑名町に合

併した時に校名が変わりました。  

明治から大正にかけて 尋常科に併設される形 で尋常高等小学

校になったので、児童数の増加により校舎を増築・新築が始まっ

ています。その流れが昭和初期にもみられます。  

主なものを列挙しますと、  

昭和 3 年  修徳―開校（新築）  長島―講堂新築  

昭和４年  深谷―増築  

昭和 5 年  教立―２階建てに改築   

昭和８年  第四（赤須賀）新築  

同年    益生―講堂新築  多度―新築  

昭和 12 年  在良－講堂新築  

昭和 13 年  七和―新築  城南―講堂新築  

昭和 14 年  第五（益生）―二階建て校舎増築  



   

   修 徳 小 学 校              第 四 小 学 校  

 

 在 良 小 学 校 講 堂 （ 水 谷 清 太 郎 寄 贈 ）       七 和 小 学 校  

昭和初期には各校とも奉安殿が建てられました。 奉安殿は天

皇・皇后の御真影（写真）と教育勅語を保管するために、耐震耐

火構造の鉄筋コンクリート製で、独立した建物です。  

  
   第 四 小 奉 安 殿          西 金 井 須 加 神 社 の 本 殿 は 元 桑 部 小 奉 安 殿  

「誓の御柱」も立てられました。これは明治天皇の「五箇条の

御誓文」を書いた五角形の碑で、鉄製または石製でした。在良小

学校では昭和 8 年に住民の寄進で立てられ、今も校内に残ってい

ます。ほかに桑部にもあります。  



桑名の歴史  思いつくまま（ 126）      2024 .08 .20    

楽翁公百年記念大祭      

郷土史家  西羽  晃  

奥州白川藩主であり、江戸幕府の老中首座を務めた松平定信

（楽翁）は、文化９ （（ 1812）年に隠居して、息子の定永に藩主の

座を息子の定永に譲り、江戸築地の下屋敷である浴恩園で趣味三

昧の生活を楽しみました。文政６ （（ 1823）年に定永は伊勢桑名藩

に移りましたが、定信は浴恩園に住んだままでした。文政 12（（ 1829）

年３月 21 日の江戸大火事で浴恩園が焼失しため、親族である伊

予松山藩の江戸三田屋敷に定信は移り、同年５月 13 日に三田で

逝去しました。菩提寺である江戸深川・霊巖寺に葬られ、戒名は

「守国院殿崇蓮社天誉保徳楽翁大居士」。守国大明神の神号も得

て、桑名で鎮国守国神社として祀られました。  

定信が没して百回忌にあたる昭和３ （（ 1928）年を目指して、桑

名では城跡一帯を公園にすることになり、二之丸跡にあった一般

住宅を大正 14（ 1925）年に立ち退かせました。「楽翁公一百年記

念大祭」を開くことになり、「協賛会」が昭和２年に発足しまし

た。  

   

 立 退 記 念 碑    協 賛 会 趣 意 書       

 会長には福原銭太郎（桑名町長）が就任し、相談役に東京・京

都・桑名 （・ から 28 人、幹事に桑名から 28 人 （・東京から３人、、

会計には桑名の５人が選ばれました。予算は 15,000 円です。  

 大祭は昭和５月に行われました。まず 10 日に旭ビルデングで

記念講演があり、講師は三上参三博士。  



11 日は試楽で献香式・献花式・俳句披講式・花火など。  

12 日は祭儀（旧桑名藩主松平定晴子爵など主席）、献茶式、和

歌披講式、大弓奉射式、小学生旗行列、獅子舞、大名行列（福江

町矢田町鍋屋町伝馬町新町（昼食休憩、九華育児院）、鍜冶町吉 

屋町京町三の丸本丸）、花火など。  

13 日は献謡式 （・奉 弓術・奉 打毬、大名行列（本丸中橋江戸

町川口町船馬町太一丸住吉町三崎通八間通宮通中橋本丸。  

12（・13 両日は奉 撃剣、舞楽、御遺品展覧、生花会（海蔵寺覚

専坊本統寺常行寺寿量寺）、にわか、諸戸精太邸茶会・貝塚栄之助

邸 （・平野勘六邸 （・源寺寺・如寺寺・西寺寺での遺品展観、花火な

ど。  

14 日には法要と椎尾弁匡博士の講演（於源寺寺）。  

 

 予算は 15,000 円余とし、広く募金が行われました。募金した

人は桑名以外から東京・大阪・名古屋・長崎・大分・広島・朝鮮

など各地にわたり、総計   人に及びました。松平定晴子爵の 500

円を始め、 50 銭未満の小口も多く、広く集められました。  

 決算は収入が 19,381 円余、支出は 15,993 円余で、差引残高の

3,387 円余の余剰金が出ました。この余剰金で宝物庫及び陳列館

を建設することになり、昭和９年に鉄筋コンクリート造の （「楽翁

公百年祭記念宝物館」が出来ました。この宝物館は戦災を免れて、

現存しており、平成 20（（ 2008）年に国登録有形文化財にされてい

ます。  

 なお城跡は整備され、「九華公園」と名付けられましたが、建設

当時の資料は残っていないようで、設計図や完成図が判りません

が、設計は旧桑名藩士の小沢圭次郎と云われます。  

 

 



 

思いつくまま桑名の歴史  １ ２ ８  関西本線鉄橋の付替    2024.9.20                              

西羽 晃 

 関西本線の木曽川及び揖斐川（長良川）鉄橋は明治 28（1895）年に架橋さ

れましたが、軟弱地盤のため、橋脚が少し不等沈下してきました。さらに輸送量

の増加に伴い、車両数が多くなったり、大型の機関車が使われたりして、橋脚の

傷みも出てきました。『土木学会誌』（１４－４号 昭和３年８月号）に掲載され

た論文「Pneumatic Caisson工法に拠る関西線木曽川揖斐川の架橋工事に就て」

（柳生義郎）には、つぎのように書かれています。 

 「橋脚の年齢としては、将に 33歳と謂ふべきであるが、早くも老齢にして、

その任務を退かんとするは、如何にも早老の感もあれど、又一面我国鉄道交通量

の増加の迅速なるを忖度すべきスケールとして好個の例証である」（漢字は常用

漢字に改めたが、仮名遣いはそのままとした。また読点を適時付した。以下の引

用文も同じ）と述べています。そして、木曽川、揖斐川鉄橋を通過した交通量は、

大正８（1919）年に対して、大正 14年には旅客は上りは 57.0％、下りは 53.6％

増加、貨物は上り 3.5％、下り 1.1％増加となっており、旅客が大きく伸びてい

ます。 

そのため架け替えることなり、ついでに複線化も考えられました。しかし複線

化するためには多大の経費が掛かるので単線のまま架け替られることになりま

した。 

 砂が堆積している川の中の軟弱地盤の上に橋脚を立てるため、潜函工法が

採用されました。大正 15 年 12 月から木曽川で始まりました。13 個の潜水函を



沈下させました。「潜水函底部の空洞へ圧搾空気を送って、その中に人夫を入れ、

川底を掘りつつ、水面下八十尺へ沈ませる」（大正 15 年 10 月 14 日付『大阪朝

日新聞』）。空気の圧力が高くて体内に空気が侵入するので、潜函病に罹る恐れが

あるため、労働時間も短くされしました。潜函夫は身体の丈夫な 150 人が採用

されました。勿論宿舎も提供し、一般の人夫が１日 10 時間の労働で 1 円 80 銭

以上２円 50 銭までであるのに、潜函夫は短いのになると、たった 40 分働いて

３円 50銭以上になり、１日の労働時間は５時間以内としました。潜函夫や一般

の人夫が 2000人余り働いており、しかも独身者が多いので、長島遊郭やカフェ

は大繁盛しました。 

昭和３（1928）年 3月 11日に新鉄橋は開通しました。古い鉄橋は国道１号に

転用される話もありましたが、国道は新設されることになりました。そして古い

鉄橋は伊勢電鉄（現近鉄）に払い下げる事が昭和５年３月に決まりました。しか

し伊勢電鉄の鉄橋は昭和 13年にやっと開通しました。このことは『思いつくま 

桑名の歴史（121） 伊勢電鉄の名古屋まで開通 2024.03.20』に書きました。 

   

大正 15年 10月 14日（大阪朝日新聞三重版） 昭和 4年 1月 20日（同左） 



思いつくまま  桑名の歴史  １２９    2024 .11 .20  

  三岐鉄道の開通         西羽  晃  

  

四日市港と岐阜方面を結び、さらに日本海の敦賀港とを結ぶ鉄  

道の構想は明治時代からいくつかありましたが、実現しませんで

した。しかし、セメントの需要が高まり、浅野セメント会社と小

野田セメント会社 が藤原岳の石灰岩を利用するセメント工 場を

企画しました。その輸送手段として員弁鉄道と藤原鉄道が構想さ

れました。それに四日市財界の大物である伊藤伝七が加わりまし

た。浅野・小野田双方の協議の結果、員弁鉄道と藤原鉄道とを合

体して「藤原鉄道」を設立しました。さらに藤原鉄道を三岐鉄道

と改称しました。発起人 15 人のうち地元は伊藤伝七・山崎一保・

伊藤平治郎・平田佐矩・日比義太郎の５人でした。  

当初の主な路線は四日市－関ヶ原を本線とし、富田―大長を支

線としましたが、浅野は工場予定地が確保できず、小野田は東藤

原に工場の建設が進みました。そのため路線も本線は変更され、

富田―東藤原が本線となりました。富田からは国鉄関西本線を利

用して四 日市港ま で通じま した 。そ のため線 路幅は国 鉄と 同 じ

1067mm としました。  

伊勢治田と東藤原間にある多志田川の深い谷を渡るため、両側

から盛り土手を築き、川の流れの部分は二つのトンネルとしまし

た。通称「眼鏡橋」と呼ばれる「多志田谷拱橋」で、この予定地

で昭和 4（ 1929）年８月 27 日に起工式が行われました。  

前号で書きましたが、北勢鉄道の桑名―阿下喜間も工事が進み、

昭和６年 7 月 8 日に開通しており、それに対抗する如く、三     

岐鉄道も工事を急ぎましたが、少し遅れて同年同月 23 日に富

田―東藤原間が開通しました。この時に富田・大矢知・平津・

萱生（現暁学園前）、山城・保々・大長・梅戸井・大井田・三里・

丹生川・伊勢治田・東藤原の各駅が開業しました。富田は国鉄

と共用駅で、国鉄に乗り換えが出来ました。客車はガソリン・

カーで、貨物は蒸気機関車で牽引しました。開通当日は東藤原

駅前に、関係者約 200 人が集まり開通祝賀式が行われました。  



沿線各地では、芸妓手踊、祝賀宴、にわか芝居、青年花角力、   

大神楽、仮装行列、仕掛花火、旗行列などが行われました。5 日

間は全線にわたり運賃を５割引きとしました。  

 東藤原から野尻・西藤原への延長運転は５ヵ月程後の、昭和

6 年 12 月 23 日から始まりました。これで 26.5km の全長が開通

しましたが、東海道本線の岐阜県関ケ原まで延長する計画でし

たが、西藤原からの延長は断念されました。  

 小野田セメントの工場は昭和７年 12 月に本格稼働を始め、

翌 8 年 1 月２日からセメント輸送が始まりました。  

 

    

 四日市の地元紙          開通広告  

     

最初の こ ろの客 車 はガソ リ ン カー    操 業 始めた 小 野田セ メ ント  

 

本文は昭和 56 年 7 月 23 日発行の『三岐鉄道 50 年の歩み』  

（三岐鉄道株式会社発行）を参考にした。写真も同誌からの転載。 
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